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1引込線転用の検討スコープ

お客さま利便・公正競争を考慮した検討が必要
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お客さま利便・公正競争観点 ⇨ FTTHアクセス市場全体が理想

① 引込線転用範囲（戸建住宅市場）

• 技術面

• 資産管理

• 同一市場内でスイッチング障壁の格差が及ぼす影響 など

課題

目的はスイッチング障壁の低下

対象範囲の整理



3② 参加事業者（フレッツ光・光コラボ・シェアドアクセス内）

考え方 参考｜事業者変更の在り方について

① お客さま利便観点

⚫ 対象：全事業者

⚫ 時期：同時

② 公正競争観点

⚫ 事業者間のスイッチング障壁格差は
競争を歪める 参考｜NTT東西の光サービスの卸売サービスの事業者変更の在り方についてのタスクフォース報告書(2018年8月)

P17 5 スケジュール等

全事業者が同時に開始すべき


